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Abstract
Land is a crucial asset in rural societies, being not only the major source of income but 
also a symbol of power. In Pakistan, landlords who have a large parcel of agricultural land 
are known as zamindars. Formerly revenue collectors in the Mugal era, before becoming 
entitled to de facto ownership of land in British India, these so-called landed elites have 
risen to be regarded as being at the top of the hierarchy in village society. Following the 
country’s independence, they also seized power at the national level by exercising their 
political dominance in rural areas. It is widely thought that the highly skewed pattern 
of land ownership that remains to this day and the patron-client relationship between 
landed and non-landed classes in villages continue to weigh the balance of power toward 
zamindars. However, what with the ongoing economic progress, the changing structure of the 
village-based economy, and improved access to mass media, rural Pakistan is undergoing 
changes, begging the question: “Are these zamindars still in power?” Based on a survey 
of parliamentarians elected in Punjab and Sindh, two major provinces of Pakistan, in the 
2013 National Assembly Elections, it was found in this study that while candidates from 
the zamindar class still won the election in rural areas, their power has withered due to the 




全人口の 7 割近くが住み、雇用の 4 割を創出するパキスタンの農村部において、土地は最も
重要な経済的資産であり、また農村社会における権力を象徴するものである。1947 年の独立




う意味で、ムガル時代の各地の徴税官が英領インド時代に de facto な土地所有を付与されたこ
とが起源となり、一般的に大土地を所有する有力者のことを意味する1。通常 25 エーカー以上
の土地所有者を大土地所有者と定義するが、1955 年時点でパンジャーブ州で 25 エーカー以上
所有の農家の割合は 4.8％で、パンジャーブ州農地全体の 45.4％を所有し、またシンド州では






























































パキスタンの連邦議会は上下 2 院制を敷いており、上院（Senate）が定数 100（任期 6 年）、
下院にあたる国民議会（National Assembly）は定数 342（任期 5 年）である。国民議会定数
のうち直接選挙で選ばれる小選挙区議席数は 272 名で、残りは各政党の小選挙区での得票に比
例して女性留保議席（60 席）、および非ムスリム議席（10 席）が決定される。2002 年に議席
数の改定が行われ、小選挙区議席数は 207 名から 272 名に定数増となった。このうち本研究の
対象となるのが、パンジャーブ州の 148 議席とシンド州の 61 議席である。
2000 年代に入り、パキスタンでは 2002 年、2008 年そして 2013 年と 3 度の国民議会選挙が
実施された。これら 3 つの選挙はそれぞれパキスタン政治において大きな意味を持つものであ






は 2008 年の 125 議席から 41 議席と大幅に後退、第 2 党に転落した。またクリケットの元パ
キスタン代表でカリスマ的人気を誇るイムラン・カーン率いる新興勢力パキスタン正義行動
（PTI）が第 3 位と健闘した。全体のターンオーバー率（選挙区で当選した政党が代わった比率）
は、46％と前回の 2008 年選挙の 61.9％と比較すると低下しているもののほぼ半数近くの選挙
区において政党が交代している（Gazdar 2013）。前回選挙では与党パキスタン・ムスリム連盟






は 53.4％（148 選挙区中 79 区で政党が交代。政党の鞍替えをして当選した 16 選挙区はターン
オーバーに含めない）と比較的高い流動性が確認できた。この大半が PPP から PML-N への
交代である。一方、シンド州の結果はパンジャーブ州と比較すると対象的である。61 議席中、
政党の交代が見られた選挙区はわずか 10 区と全体の 15％程度であった。前回も 6 選挙区のみ
で交代が見られただけで、PPP、統一民族運動（MQM）がそれぞれ農村部、カラチにおいて
強力な支持基盤を有するシンド州においては他州で見られるような交代劇を観察することは限
定的である。大都市カラチの 20 選挙区で政党交代が見られたのは 1 区のみであったが（NA-250
選挙区）、カラチに強力な支持基盤を有する MQM から新興勢力 PTI への交代が見られたこと
は極めて興味深い。さらに詳述すると、パンジャーブ州では南部の大土地所有が残る選挙区を







































内陸部を基盤とする伝統的な政党である PML-N、PPP の大土地所有者比率は高く、8 割前後
である。パキスタン政治における 2 大政党である PML-N と PPP において土地との関係が依
然として大きく残っている言えよう。一方で、2013 年総選挙で高い注目を集めた元クリケッ




















ハイバル・パシュトゥーンファ（KP）州 9 26 35 25.7
パンジャーブ州 115 31 146 78.8
シンド州 34 27 61 55.7
バロチスタン州 6 8 14 42.9
イスラマバード 0 2 2 0.0
連邦直轄部族地区 4 7 11 36.4








PML-N 115 34 77.2
PPP 30 7 81.1
PTI 6 20 23.1
MQM 0 19 0.0
JUI（F） 0 9 0.0
その他 17 12 58.6










バード、ムルターンの 4 選挙区を、シンド州ではカラチとハイデラバードの 2 選挙区を都市部
選挙区と定義した。パンジャーブ州都市部選挙区では総議席 36 中、22 議席がザミンダールで
あり6、パンジャーブ州最大の都市であるラホールでは 13 選挙区中 8 議席と、州レベルおよび
ラホールにおいて大土地所有者の比率はそれぞれ 61％とパンジャーブ州平均の 78.8％と比べ
ると低いものの都市部においても在地権力の政治力が見られる傾向にある。また 22 の大土地
所有者のうち、20 議席は PML-N 所属の議員であった（ラホールの 8 議席はすべて PML-N）。
都市部選挙区を除いた場合、パンジャーブ州農村部選出議員におけるザミンダールの比率は
84.5％と大土地所有者が農村部において圧倒的な政治的権力を握っていることがわかる。一方、
シンド州都市部選挙区では 26 議席中、大土地所有者は 6 議席の 23％程度であり、土地との関
係が希薄である。この 6 議席のうち 5 議席が PPP、残る 1 議席は PML-N である。特にパキ
スタン最大の都市カラチでは 20 議席中ザミンダールはわずか 2 議席という非常に低い比率で
あった。パンジャーブ州同様、シンド州の分析から都市部選挙区を除いた場合、農村部の 35
議席中、大土地所有議員は 28 人、80％の高比率となる。これら 2 州の選挙結果から、農村部
において土地所有と政治権力の強固な繋がりが依然として存在すると言える。また大都市のカ
ラチとラホールの比較からは、大都市カラチの特殊性が際立つ結果となった。カラチ市の非ザ








都市* 28 39 41.8
農村 73 28 72.3








パンジャーブ州都市部 22 14 61.1
　　ラホール大都市圏 8 5 61.5
パンジャーブ州農村部 93 17 84.5
シンド州都市部 6 20 30.0
　　カラチ大都市圏 2 18 10.0
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6 ムルターンの 1 議席が未決のため総議席 36 となっている。
7 New York Times 電子版 2010 年 8 月 28 日 Upstarts Chip Away at Power of Pakistani Elite
  （http://www.nytimes.com/2010/08/29/world/asia/29feudal.html. 2016 年 12 月 12 日アクセス）
参考文献
Cheema, A., S. K. Mohmand, M. Patnam. 2009. Colonial Proprietary Elites and Institutions: The 
Persistence of De Facto Political Dominance. Available at SSRN:
　　https://ssrn.com/astract=1473910
Eglar, Z. 1960. A Punjabi Village in Pakistan. New York. Columbia Univ. Press.
Gazdar, H. 2013. “For A Change.” The Herald. Vol. 13 (May).
Javid, H. 2011. “Class, Power and Patronage: Landowners and Politics in Punjab.” History and Anthropology. 
Vol. 22, No. 3, pp.337-369
Khan, Mahmood Hasan. 1981. Underdevelopment and Agrarian Structure in Pakistan. Vanguard Books.
Norman, O. 1988. The Political Economy of Pakistan 1947-85. London. KPI Ltd.
Oda, H. 2008. “The Impact of Labor Migration on Household Well-being: Evidence from Villages in the 
Punjab, Pakistan.” in H. Sato and M. Murayama eds. Globalization, Employment and Mobility: South 
Asian Experience. New York. Palgrave-Macmillan (pp.281-312).
Zaidi, S.A. 1999. Issues in Pakistan’s Economy. Oxford University Press.






平島成望 1964。 『西パキスタンにおける土地改革』研究参考資料 No.63、アジア経済研究所
山中一郎 1991。『パキスタンにおける政治と権力－統治エリートについての考察－』、研究叢書 No.415、
アジア経済研究所
パキスタンにおける土地と権力の関係に関する一考察（小田）
－ 243 －

